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具との併駅ある・ガスお嘆鱒、鰭9壁醗9％1歎
煤煙が発生する危険性のあ惹器具『を使用←じで廓否もの歳吊

79・9％に腱しており・犠ガス醗隼 レ鞭騨嬰、 、

ツ・電気ストーブ。パネルヒータ ；な1どを用い宅》・ちの”♪

は18・9郷解なy㌔磯騨器具を吻輯 ←てい「

ないものは1．‘2％にみられた。一　　　　い

2　幼児の微症状　　　　　に　・に　継

　対象幼児にみられた呼吸盟系め後症状および発熱の出、1

現頻度は第2表に示すとおりで，これらの症状めあるも

のは合ぜて3516％である。3曽のなかでは咳が最も多ぐ，1

16，4％のものにみられる。発熱する顎度の多いものは

418％である。：症状が複数み・られる・ものは全体の12』3％

でゲ症状を有ずるむ砂の34．6％にも及んでいる。、、、
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3　微症状と冷房器具との関係についてえ

鯛し袖齢簾具拗児にみ徳る攣献とめ関
碗ρい彿β表に示した・症状のあ肇も卿外㍗

と扇風器を併用してい為群が最も多く，扇風畢を単独に

輿職て騒群噂少斡傾畔あ葦拡鳶・飽嘩
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轡る醜ガス押」ヅと他薇房甑を併用してレ1
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またい発熱しやすい幼児群は鎗ガろ不ト㌘ズ堂興め器碁

の併用群に多く し電無器具のみ単独使用群炎疲絢少な疑b

なお，暖房器具を使用していない群で症状の％う もρ嬉

30，0％で，暖房器具を使用している群よりも少ない。
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高野他、＝｛小児の生活環境’ど罹病傾向どの関係

る。幼児期の健康はその住環境の条件を強’く受けて、V）

る。幼児期の健康増進にあたってはその条件を考慮に入

れた具体的な方針を決定しなければならぬこどは既に報

告されているユ，2，。 1：．』』ン・二附，」 』 ア ㌃Mi，［

幼児期における微症状は呼吸暴系が多い㌦　また，罹

患頻度の最も多い疾癖も呼吸器系であり馬1所謂馳濯」

がその大部分を占める♂それ故，r幼児期の健康増進にあ

たづてはげ上記の環境条件を十分に考慮に入れた［・う え

で，呼吸羅系疾患に対する予防対策を講ずる必要があろ

う。幼児期における呼吸器系の症状は体質性のものもみ

られ，必ずしも呼吸器系の感染によるものだけとはいえ

ない場合もあろうが，これらの症状がみられる例では母

親は必要以上に医療を受ける可能性は十分にあると思わ

れる。それ故，呼吸器系の微症状の発生を減少させるこ

とは健康増進そのものにつながることはいうまでもな

く・保護者に必要以上の心配を与えなくてもすむことに

なり，幼児の健康管理上重要なことである。今回の調査

対象は集団生活を営んでいる幼児であるので，感染症の

罹患頻度は家庭のみにて養育されている同年齢の幼児よ

り多いと想像される。発熱を主訴としたものの割合は他

の症状との合併を含めて12．2％で，他の報告に比して

必ずしも高くない3レ‘レ。　これらの微症状の頻度は，対象

児ゐ身体的条件によることはいうまでも ないが，籾象児

の母をはじめとする周囲の養育者の関心度にもよること

は指摘されている通りであり，高野ηら’も この点は別件

の調査においても認めており，その差を検討するときに

は養育者の意識を十分に把握しておかなければならな

いo

　さて，家庭で使用されている冷暖房器具で幼児の健康

状態との関連について報告されたものは少ないように思

われる。殊に， 呼吸器系の疾患や症状の出現については

住環境との関係は重要であるにも拘らず，本邦において

は調査は余り多くは輿施されていない。英国での報告恥

も冷暖房盟具との因果関係を求めているのではなく，建

築実態との差異を検討しているにすぎない。冷暖房器具

の開発普及は年毎に盛んになり，年々モデルチ呂ソジを

して新製品が出回っており，それが家庭内にどんどん入

りこんでいる。新製品の販売用パンフレットをみても健

康に関する注意癖項は記されていない。わが国のような

高温多湿の夏においては，冷房器の普及は乳幼児の生活

状態を快適なものにしてヤ・ることは癖実である。すなわ

ち，汗疹，間擦疹または膿痂疹の発生予防に多大な効果

を挙げていることは身体の清潔を図る条件の向上ととも

に認め得る事実ではなかろうか。しかし，呼吸器系の症

状との関連については明確な成績が得られなかったこと

は，夏期においては呼吸器系の症状が少ないことから，

家族も．呼吸器系症状の出現を理由に冷房器め使用につ》・

て配慮しているものどは思われないム1 1ただ，扇鳳器を用

いている場合にクーラ］単独使用まり咳や喘幅を断える

ものの割合が多いどいう結果が・得ぢれ光が謎冷房器を

全く使用してない例に咳や喘鳴め出現淋多》・ごとほ冷房

器と呼吸器勲症状どは関働聡められ姫結果齢》～

得るであろうr。己→方チ・レ暖房器具ど呼蚊器系症状との関係

は冷房器よりも幾分明瞭な開係がみぢれ多傾向ばあ審。

←酸化炭素または炭酸方スジ．媒煙め発生する暖房瀬と

電気製品セの間で呼吸盟系φ症状をも・づもめの創合に差

が認められている。有害物質の出ない暖房器臭宅は幼児

の呼吸盟を侵す危険性が少ないことを示しており，暖房

効果は必ずしも高くないが，衛生的であることは凄実で

ある。呼吸羅系の症状は先に述べたような体質としてみ

られることも多いが，明らかに生活環境条件の影響を受

ける。特に，有害物質は呼吸盟系の症状の発生頻度を左

右する。

　今回の調査においては，建築様式，建設材料などにつ

いての検討をせず，器具だけを検討していることに分析

の問題は残ることは認めざるを得ない。しかし，その点

を除いても，上記のような結果を得られた点は大きく評

価できるものと考える。

V　結 論

　幼稚園児を対象に， 呼吸羅系の微症状と家庭における

使用冷暖房盟具との関係について凋査研究をした。

①　冷房器具としては，扇風器が最も多く，暖房器具は

　石油ストーブと他の電気製品との併用が最も多い。

②　呼吸器系の微症状は対象858名のうち35．6％にみら

　れ，咳が最も多い。

③冷房と呼吸器系微症状との関係は明確ではない。

④　暖房と呼吸羅系微症状との関係は，電気製晶を使用

　している群ではその発生が最も少なく，ガスストー

　ブ，石油ストーブなどの使用例では多い。特に咳は石

　油ストーブ使用群に多い。

　以上のことから，暖房効率と同様，呼吸器系症状の問

題を考慮に入れて暖房器具を選択するよう指導する必要

があることが誘められた。

　なお，この調査のご指導下さいました辰見敏夫東京学

芸大教授，斎藤歓能横浜国大助教授及び鯛査票配布回収

の労をとって頂いた諸施設の方々に深諭致します。
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